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１．はじめに

　保育士養成機関では，2020年度の保育所及び施設

での保育実習の実施が困難を極めた。なぜならば，新

型コロナウイルス感染拡大によって，実習受け入れ先

である保育施設から受け入れが許可されない状況が生

じたからである。実習受け入れ先の利用者（子ども・

家族等）だけではなく，保育士等の職員に加えて，本

学の実習生自身の健康状況に万全を期す必要があった

からである。

　コロナ禍での実習実施について，広島県健康福祉局

安心保育推進課長は，厚生労働省子ども家庭局保育

課事務連絡1）（2020年 3 月 2 日付）を2020年 3 月 3 日

に「新型コロナウィルス感染症の発生に伴う指定保育

士施設の対応について（通知）」2）として，また，厚生

労働省子ども家庭局保育課事務連絡（2020年 6 月15

日付）3）を2020年 6 月17日に「新型コロナウィルス感

染症の発生に伴う指定保育士施設の対応について（依

頼）」4）として，各指定保育士養成施設長に宛てた。こ

の 6 月17日付の依頼には，「なお，新型コロナウイル

ス感染症の発生に伴い，「保育実習ⅠからⅢ」の一部

または全部の実施が困難となり，演習又は学内実習等

によらざるを得ないと判断された際は，事前に当課へ

その内容（代替的手段の実施方法，時期，対象となる

学生の学年と人数）を報告してください（様式は任

意）。」と記載されていた。

　これらの事務連絡に基づき，著者らは本学の「保育

実習Ⅰ（保育所）」及び「保育実習Ⅱ」に関わる保育

所実習の担当者として，実施に当たっては，本学保育

実習小委員会で検討を重ねながら，学生の最善の利益

を第一に考え，安全・安心でかつできる限り本来の実

習に近い形態で実施できるよう，実習計画を立案し実

施することとした。感染拡大の状況によって計画は，

二転三転したが，最終的に，2020年度内の2021年 3

月までに保育実習Ⅰ（保育所）及び保育実習Ⅱを終了
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することができた。

　コロナ禍における他大学の実習についての報告は，

まだ少ない。「保育実習」と「コロナ禍」をキーワー

ドとして，グーグルスカラーで「and」検索したとこ

ろ，143件上がっていた（2021年10月 1 日現在の検索）。

しかしながら，保育実習の実践を取り扱った内容の報

告は，約11件であった。その内訳は，施設実習に関

する報告（藤原・宮下，20215）；松居，20216）)，保

育所実習に関する報告（板倉，20207）；志濃原・大熊・

三好・浅井・北澤・鳥海・関，20218）；高橋・山口・

北野，20219）；児玉・太田・井出・谷村・服部・山本，

202110）），幼稚園教育実習の事前指導に関する報告（三

宅・ 児 子・ 湯 澤・ 池 田，202111）； 板 倉，202012）），

特別支援学校教育実習に関する報告（今野・原田・矢

野，202113）），保育実習に対する学生の心理に関する

報告（佐野・大和・鶴・ 宇野・小尾・久米・中井・

西本・大槻・白井，202114）；小湊・鳥越・望月・青木，

202115）），ソーシャルワーク実習に対するオンライン

実習の検討に関する報告（灰谷，202116））であった。

これらの報告のうち，保育実習として対面での学内代

替実習を行っているのは，希少である（藤原・宮下，

202117）；児玉・太田他，202118））。

　このような新型コロナウィルス感染拡大による非常

事態体制下における実習の実施についての記録が，後

世に重要な意味を持つと考える。福山市においては，

第二次世界大戦直後における保育の取り組みとして福山

市立東幼稚園の報告が残っており（徳良，1948）19），

保育の重要な手掛かりとして貴重な存在である（水

野，1980）20）。非常事態はいつ起こるかわからない。

このような中，記録として残しておくことの重要性か

ら，今後の非常事態体制下における参考になることを

願って，保育実習Ⅰ（保育所）及び保育実習Ⅱの実習

を担当する教員として，今回その取り組みを報告する

こととする。

２．実習実施の経過と内容

　本学の保育所での実習は，すべて福山市の公立保育

所で実施される。当初，保育所実習は，保育実習Ⅰ（保

育所）が2020年 6 月26日（金）から 7 月11日（土），

保育実習Ⅱが2020年 7 月17日（金）から 8 月2日（土）

までのうちのそれぞれ10日間を予定していた。新型

コロナウイルスの感染拡大によって当初の予定では，

実習できないことになり，次の予定として， 8 月 1 日

（土）から 8 月13日（木）， 9 月 5 日（土）から 9 月 7

日（月）の 2 日間と 9 月12日（土）から 9 月23日（水）

の 8 日間合計10日間を予定したが，直前になり，新型

コロナウイルスの感染拡大によって実施不可能となっ

た。福山市保育指導課より，現場保育所での観察実

習が10月 1 日から年内までは 1 日 1 時間合計 3 日間，

また2021年の 1 月から 3 月までは 1 日 3 時間合計６

日間の実習が10月 1 日時点で可能（見込み）となっ

たとの連絡を受けた。ただ，本学ではすでに 3 学期が

始まっており，学生は他の授業科目と重複するため

に，平日は実習先保育所に出向くことができない。ま

た，実習先の１つである附属こども園での実習は，幼

稚園実習（ 3 年次生）も行われることから，実習期間

が重複した場合のことを考え，実習先としての配属を

取りやめ，他の市立保育所での実習先へと変更した。

そこで，保育実習Ⅰ（保育所）では，10月から11月

の土曜日のうち 3 回を実習先保育所へ学生を観察実習

に出向かせることとした。また，保育実習Ⅱでは， 3

月 8 日（月）から 3 月13日（土）までに 6 日間部分・

参加実習に出向く計画を立てた。いずれの実習におい

ても保育現場での実習だけでは，実習時間が不足する

ため，不足分を学内で代替実習することとした。その

実施計画を表 1 および表 2 に示している。

　学内代替実習では，実習記録の取り方や振り返りの

仕方を指導し，さらに部分指導計画の立案と模擬保育

を実施した。また，外部のゲストティーチャーとして

福山市保育指導課保育専門員および広島県教育委員会

乳幼児教育支援センターアドバイザーの協力を得て，

保育室での感染症対策の実際や週案の立て方など，よ

り実践に沿った内容となるよう計画した。また，例年

と異なるため，実施計画を広島県健康福祉局安心保育

推進課へ事前に提出した。加えて，実習の開講期や内

容が例年と異なってきたため，教務事項の変更が教授

会で承認された。

　学内での代替実習時に体調がすぐれない場合は，

チームスによるオンライン参加を許可した。ただし，

保育所での現場実習では，別日に補充実習を行った。
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回（コマ） 日時 曜日 時限 内容 教室等
1 10月24日 土 1 保育所観察実習 実習保育所
2 10月24日 土 2 保育所観察実習 実習保育所
3 10月27日 火 1 記録 中 B
4 10月27日 火 2 第 1 回観察実習の振り返り 中 B
5 10月27日 火 4 ゲストティーチャーによる指導・助言（子どもの実態） 大講義室
6 11月 7 日 土 1 保育所観察実習 実習保育所
7 11月 7 日 土 2 保育所観察実習 実習保育所
8 11月10日 火 1 記録 中 B
9 11月10日 火 2 第 2 回観察実習の振り返り 中 B

10 11月10日 火 4 ゲストティーチャーによる指導・助言（危機管理） 中Ａ・中 C
11 11月14日 土 1 保育所観察実習 実習保育所
12 11月14日 土 2 保育所観察実習 実習保育所
13 11月17日 火 1 記録 中 B
14 11月17日 火 2 第 3 回観察実習の振り返り 中 B
15 11月17日 火 4 模擬保育に向けての指導案作成 中 A
16 12月22日 火 1 模擬保育（0 歳児クラス） 書道室・中 C
17 12月22日 火 2 模擬保育（0 歳児クラス） 書道室・中 C
18 12月22日 火 3 模擬保育振り返り 中 C
19 12月22日 火 4 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
20 12月22日 火 5 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
21 12月23日 水 1 模擬保育（1 歳児クラス） 書道室・中 C
22 12月23日 水 2 ゲストティーチャーによる指導・助言（保育内容） 中 C・中Ｄ・小Ｆ
23 12月23日 水 3 模擬保育（1 歳児クラス） 書道室・中 C
24 12月23日 水 4 模擬保育振り返り 中 C
25 12月23日 水 5 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
26 12月24日 木 1 模擬保育（2 歳児クラス） 書道室・中 C
27 12月24日 木 2 模擬保育（2 歳児クラス） 書道室・中 C
28 12月24日 木 3 模擬保育振り返り 中 C
29 12月24日 木 4 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
30 12月24日 木 5 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
31 12月25日 金 1 模擬保育（3 歳児クラス） 書道室・中 C
32 12月25日 金 2 ゲストティーチャーによる指導・助言（子ども理解） 中 C・中Ｄ・小Ｆ
33 12月25日 金 3 模擬保育（3 歳児クラス） 書道室・中 C
34 12月25日 金 4 模擬保育振り返り 中 C
35 12月25日 金 5 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
36 12月26日 土 1 模擬保育（4 歳児クラス） 書道室・中 C
37 12月26日 土 2 模擬保育（4 歳児クラス） 書道室・中 C
38 12月26日 土 3 模擬保育振り返り 中 C
39 12月26日 土 4 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
40 12月26日 土 5 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
41 12月27日 日 1 模擬保育（5 歳児クラス） 書道室・中 C
42 12月27日 日 2 模擬保育（5 歳児クラス） 書道室・中 C
43 12月27日 日 3 模擬保育振り返り 中 C
44 12月27日 日 4 保育内容の研究 中 C・中Ｄ
45 12月27日 日 5 保育内容の研究 中 C・中Ｄ

表１　保育実習Ⅰ（保育所）の実施計画
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回（コマ） 日時 曜日 時限 内容 備考
1 3月8日 月 1 保育所実習

部分を含む2 3月8日 月 2 保育所実習
3 3月8日 月 3 保育所実習
4 3月9日 火 1 保育所実習

部分を含む5 3月9日 火 2 保育所実習
6 3月9日 火 3 保育所実習
7 3月10日 水 1 保育所実習

部分を含む8 3月10日 水 2 保育所実習
9 3月10日 水 3 保育所実習

10 3月11日 木 1 保育所実習
参加・部分を

含む11 3月11日 木 2 保育所実習
12 3月11日 木 3 保育所実習
13 3月12日 金 1 保育所実習

参加・部分を
含む14 3月12日 金 2 保育所実習

15 3月12日 金 3 保育所実習
16 3月13日 土 1 保育所実習

参加・部分を
含む17 3月13日 土 2 保育所実習

18 3月13日 土 3 保育所実習
19 3月15日 月 1 模擬保育（0 歳児クラス）

学内
20 3月15日 月 2 模擬保育（0 歳児クラス）
21 3月15日 月 3 模擬保育振り返り
22 3月15日 月 4 ゲストティーチャーによる指導・助言（乳児保育の実際）
23 3月15日 月 5 保育内容の研究
24 3月16日 火 1 模擬保育（1 歳児クラス）

学内
25 3月16日 火 2 模擬保育（1 歳児クラス）
26 3月16日 火 3 模擬保育振り返り
27 3月16日 火 4 ゲストティーチャーによる指導・助言（発達を踏まえた保育）
28 3月16日 火 5 保育内容の研究
29 3月17日 水 1 模擬保育（2 歳児クラス）

学内
30 3月17日 水 2 模擬保育（2 歳児クラス）
31 3月17日 水 3 模擬保育振り返り
32 3月17日 水 4 保育内容の研究
33 3月18日 木 1 模擬保育（3 歳児クラス）

学内

34 3月18日 木 2 模擬保育（3 歳児クラス）
35 3月18日 木 3 模擬保育振り返り
36 3月18日 木 4 ゲストティーチャーによる指導・助言（保育士の業務）
37 3月19日 金 1 模擬保育（4 歳児クラス）
38 3月19日 金 2 模擬保育（4 歳児クラス）
39 3月19日 金 3 模擬保育振り返り
40 3月19日 金 4 保育内容の研究
41 3月19日 金 5 保育内容の研究
42 3月22日 月 1 模擬保育（5 歳児クラス）

学内
43 3月22日 月 2 模擬保育（5 歳児クラス）
44 3月22日 月 3 模擬保育振り返り
45 3月22日 月 4 ゲストティーチャーによる指導・助言（保育士としての責務）

表２　保育実習Ⅱの実施計画
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保育所実習新型コロナ対策ガイドラインの策定　表 3

には，保育所実習新型コロナ対策ガイドラインを示し

ている。実習生は，マスク着用および 3 密の回避を行

い，このガイドラインに沿って行動し，図１に示す「体

調管理カード」に記入することが求められた。実習生

は，保育実習実施期間が変更せざるを得なかったこと

から，いつ開始されても対応できるように2020年 6

月から記入を開始し，結局，実習終了 2 週間後までの

2021年 4 月まで継続することになった。記入した体

調管理カードは，実習日誌バインダーの表紙裏に貼付

し，実習先へ提示させた。

1   実習実施の 1 か月前から、実習終了 2 週間後まで、実習体調管理表に検温及び風邪症状のチェックを行うとと
もに、感染リスクの高い場所に行く機会（会食、カラオケ、ライブなど）を減らすなど、感染症対策を徹底して
おこなうこと。
  家族等の感染が確認されるなど実習生が濃厚接触者に特定された場合、ただちに大学の実習担当者と実習施設
の実習担当者に連絡し、その日から起算して、2 週間は事前事後指導、実習への参加は控えることとする .

2   実習実施の 2 週間前からアルバイトは行わないこと。実習中のアルバイトは禁止とする。

3   実習中は、体調管理表を用いた体調のチェックに加えて、手洗い、咳エチケットなどを徹底的に行い、体調の
状況を毎朝、実習施設に報告すること。

4   実習中は、受け入れ施設の感染症対策の指示に従うとともに、発熱（37.5℃以上）等の風邪症状やその他体調
不良が見られる場合には、施設の職員と相談の上、園児、利用者との接触は絶対に避け、自宅で休養するととも
に、医療機関に電話連絡したのちに受診する。その結果を施設の実習担当者と大学の実習担当者に報告すること。

5   実習終了後に、発熱等の風邪症状やその他体調不良が見られる場合は、大学の実習担当者にただちに報告し、自
宅で休養するとともに、医療機関に電話連絡したのちに受診する。その結果を大学の実習担当者に報告すること。

6   他の学生や施設の園児、利用者、職員、その家族等の感染が判明した場合や、地域の感染拡大の状況等により、
急遽実習を中止せざるを得ない場合もあるので、実習中に、実習施設での感染が判明した場合は、直ちに大学の
実習担当者に連絡し、指示を仰ぐこと。

7   実習中の状況により、十分に実習ができなかった場合、大学は、補充実習を行うか、事後指導等によって、必
ず補修する。

表３　本学における保育所実習新型コロナ対策ガイドライン

図１　保育所実習における体調管理カード
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３．学内代替実習の学習内容

　学内代替実習での学習内容は，乳幼児演習室類似

の環境（書道教室）を使用した模擬保育を行って保

育所での実習に近似するように試みた。学内代替実

習を効果的に行うために，本学の「保育実習（保育

所）の手引き2020年度用」21）における保育所実習の目

標（p.13-14）および実習評価票の項目と一般社団法

人全国保育士養成協議会による保育実習指導のミニマ

ムスタンダード22）を参考に，学習内容の項目を検討

した。表4には保育実習Ⅰ（保育所）について，表 5

には保育実習Ⅱについて学習内容の項目をあげた。

　保育実習Ⅰ（保育所）での実習生の学び方は，表 4

に示すように保育現場で子どもや保育士の姿に触れ，

観察や関わりを通して具体的に理解するというもので

ある。また，保育実習Ⅱでは，実習Ⅰ（保育所）の経

験を踏まえて表5に示すように自らの実践を通して具

体的に総合的に学ぶことが基本となる。したがって，

保育所の役割や機能，保育の計画―実践―記録と省察

主な項目 具体的内容

保育所の役割と機能の理解（保育所
保育の理解）

保育所の 1 日の生活の流れと保育の展開の理解、子どもの生活と遊びを中
心としたさまざまな保育場面の特徴や目的を理解する。

子ども理解 0 歳から 6 歳という年齢の発達期にある子ども集団がどのように仲間と過
ごし育っていくのかについて観察を通して理解する。

保育内容と環境構成
発達過程に応じた保育内容について、保育計画と関連させながら理解する。
生活や遊びのさまざまな場面における援助と環境構成の工夫について知
る。子どもの健康と安全の観点から保育士の援助と環境構成を学習する。

保育の計画・観察・記録
保育実践をどのように記録することが保育理解、子ども理解、自身の実践
の省察につながっていくのか、自身の実習記録作成とそれに基づいた指導
によって理解する。

専門職としての保育士の役割と職業
倫理

生活や遊びのさまざまな場面に応じた援助内容と役割分担、保育士間の連
携について理解する。子どもや家族のプライバシー保護、守秘義務など保
育士として求められる高い倫理観を理解する。

主な項目 具体的内容

保育所の役割や機能の具体的展開
保育実習Ⅰ（保育所）や他の科目で理解した保育所の役割や機能が実習先
の保育所でどのように展開されているか、様々な具体的場面を体験しなが
ら理解する。

観察にもとづく保育理解

単に対象を理解するための観察ではなく、自分自身が保育士としてどのよ
うに保育を構築していくかといった視点に立って観察する。観察対象は、
子ども、保育士、保育所の生活全体を微視的、巨視的視点を持って観察し
理解する。

子どもの保育および保護者・家庭へ
の子育て支援と地域社会党との連携

環境を通して行う保育、生活や遊びを通しての総合的指導・援助といった
保育の基本となる考えを保育実践を通して、具体的に理解する。

指導計画の作成・実践・観察・記録・
評価

実際に指導計画を立てて実践する「指導実習」を行い、自らの関わりと観
察したことを記録し、その記録を基に評価し自己課題を明確化する。

保育士の業務と職業倫理
子どもの最善の利益や人権を尊重すること、子どもの代弁者として意見を
伝えること、プライバシー保護守秘義務、自己研鑽など、高い職業倫理を
持つ。

実習における自己課題の明確化 実習を踏まえ、今後保育士資格を取得して保育士を目指す自己の課題を明
確化する。

表４　保育実習Ⅰ（保育所）の学習内容

表５　保育実習Ⅱの学習内容
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について，実際に体験しながら理解を深めることが求

められる。

学内実習での模擬保育実践の保育環境　本学には，乳

幼児演習室がないため，学内実習での模擬保育実践を

行う保育環境の構築には，場所と実施期間との調整が

必要であった。水道や流し場が設置されており，机・

椅子が移動可能，簡便でかつ模擬保育を実施できるス

ペースを必要とする。この条件を満たす教室として本

学では書道教室が候補に挙がった。しかしながら，平

常の授業で使用している教室であり，また，実習生も

平日は別の授業を受講している。そのため，先述のと

おり，保育実習Ⅰ（保育所）では，冬休みの期間を，

また保育実習Ⅱは春休みの期間を使用して，学内代替

実習における模擬保育の場とした。図 2 には，模擬保

育を実践する前に設定した模擬保育環境を示す。

　模擬保育の環境は，図 3 に具体例として示すよう

に，子どもの年齢や保育のねらい・内容によって，学

生が自由に構成する。

　書道教室での模擬保育の実践は， 3 密を避けるた

め，グループ編成を行った。保育士役と子ども役の

人数は，密を避けるため，合わせて10人程度とした。

模擬保育実践グループ以外の学生は，他の教室でオン

ライン講義システムを活用したリアルタイム型による

オンラインで模擬保育を視聴した。録画を行い，振り

返りの際の参考資料としても活用した。この 1 グルー

プは，実習先保育所ごとに配属された 3 か所の保育所

メンバーの集合でおよそ10人程度から構成されてい

る。 1 か所の保育所のメンバーが保育者役になるとき

は，残りの 2 か所の保育所メンバー 7 － 8 人は子ど

も役を演じた。具体的には，この模擬保育室の書道室

で模擬保育に参加していない学生は，他の教室で，オ

ンラインを通してスクリーンに映写された画面を視聴

する。つまり，テレビ会議システムを使用し，模擬保

育場面をチームス上に取り込み，他の教室において

チームス上のオンラインで結び，視聴した。チームス

を使用し双方向で，模擬保育に対するディスカッショ

ンを行ったり，ディスカッションに基づいて再度実践

を行ったりする。これが終了した後，交代し，保育者

役を演じた 1 か所の保育所のメンバーは子ども役にな

り，子ども役を演じた2か所の保育所のうち， 1 か所

の保育所のメンバーが保育者役になり，保育実践を

行っていく。順次，交代し模擬保育を行う。各保育所

に配属された実習生は，全員 0 歳児から 5 歳児の子ど

も役と保育者役を経験する。 1 グループの 3 保育所が

一巡して模擬保育を終了すると，別室で視聴していた

グループと交代して模擬保育を実施する。これを繰り

返した。

　保育者役は，模擬保育開始前に環境構成を行い，年

齢クラス，保育のねらい・内容を別室で視聴している

実習生に知らせる。模擬保育のねらい・内容はそれぞ

れ異なるため，一日の流れを捉えて，環境の再構成等

について実践的に学習する。 1 つの模擬保育が終了し

たところで，実際に模擬保育を行った保育者役と子ど

も役への質疑応答の時間と反省・感想や課題等を述べ

てもらい，別室で視聴している学生と意見交換を行っ

た。

　模擬保育の学習内容は，表 6 に示すように，保育実

習Ⅰ（保育所）と保育実習Ⅱでは異なる。実習保育所

現場での実習内容が異なったからである。保育実習

Ⅰ（保育所）の現場での実習内容は，園庭で遊んでい

図２　学内代替実習での模擬保育実践を行う前の
保育環境設定

図３　子どもの年齢や保育のねらい・内容にあわせて
変化させた模擬保育の環境構成の例
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る子どもたちの観察実習であり，クラスが限定されて

いない異年齢交流の場の見学・観察実習であるのに対

し，保育実習Ⅱの現場での実習内容は，固定クラスに

配属された部分・参加実習となったからである。今

回コロナ禍での特徴的な現場での実習様式に合わせ

て，学内代替実習の模擬保育における保育実習Ⅰ（保

育所）では，17か所に配属された実習保育所をグルー

プ最小単位として，配属保育所ごとに全員が 0 歳児ク

ラスから 5 歳児クラスの保育者役と子ども役を経験す

る。一方，保育実習Ⅱでは，配属された保育所ごとで

はなく，実習した年齢の固定クラスごとにグループ編

成した。最小単位は，固定クラスの年齢別に 2 人から

4 人程度で構成され，結果的に 0 歳児クラス 1 グルー

プ， 1 歳児クラス 3 グループ， 2 歳児クラス 5 グルー

プ， 3 歳児クラス 4 グループ， 4 歳児クラス 2 グルー

プ，5歳児クラス1グループの合計16グループとなっ

た。書道教室での模擬保育の実践では 0 歳児グループ

から順次3グループで10人程度となるよう構成され，

保育所で経験した年齢ごとの研究保育を一人一人実践

した。

　書道教室での模擬保育の実践時期は，保育実習Ⅰ

（保育所）では12月22日（火）から12月27日（日）の

6 日間，保育実習Ⅱでは 3 月15日（土）から 3 月22

日（月）のうち 6 日間（ 3 月20日を除く）であった。

４．学生の振り返りから

　今回コロナ禍により例年と異なる実習形態で上述の

ように実施してきた保育実習Ⅰ（保育所）および保育

実習Ⅱについて，それぞれの実習終了後，最終の事後

指導後に自由記述式で振り返りをしてもらった。以下

に振り返りの概要を示す。

研究協力者　本学教育学部保育コース学生で2020年

度「保育実習Ⅰ（保育所）」および「保育実習Ⅱ」を

受講した実習生であった。本実践報告書を作成するに

あたり，2021年10月 5 日書面にて協力を求め，研究

協力の許諾が得られた49人であった。

振り返りの課題　保育実習Ⅰ（保育所）では，保育実

習Ⅰ（保育所）を終えて，理解したことや反省・感想，

また実習Ⅱに向けた抱負など，1000字程度にまとめ

るよう求めた。また，保育実習Ⅱでは，保育所実習Ⅱ

として，保育所実習 6 日間および学内代替実習 6 日間

を振り返って，学んだことや感想を500字程度でまと

めるよう求めた。

回答期間　保育実習Ⅰ（保育所）は 2 月 4 日から 2 月

25日，保育実習Ⅱは 3 月22日から 3 月31日であった。

回収率は，100％であった。

研究倫理　2020年度の厳しいコロナ禍での保育所実

習について，どのように実習を実施してきたか，実践

報告を本学の研究紀要に投稿したいと考えているこ

と，その中で，学生の意識等についても言及して，今

後の実習に役立てていきたいと考えていること等の趣

旨説明を行った。続いて，その方法として，「2020年

度保育実習Ⅰ（保育所）および保育実習Ⅱ」事前事後

指導の中で提出を求めた反省・感想等をテキスト分析

し，学生のとらえ方について報告していくことを説明

した。加えて，本研究において個人が特定されること

は絶対にないこと，また，成績とも全く関係ないこと

を説明し，これらの内容を文書で記述した用紙を配布

し，賛同・協力を依頼した。

分析方法　49人分の記入内容をKH Coderによる計量

テキスト分析（樋口，2014）23）を行った。

結果

保育実習Ⅰ（保育所）：文書の単純集計が891文，150

段落となり，まず初めに頻出150語をリストアップし

表６　保育環境として書道教室を利用して行う模擬保育の主な学習内容

保育実習Ⅰ（保育所） 保育実習Ⅱ
学習内容 実践者 学習内容 実践者

0 歳児クラスの保育（部分）の実践と環境構成

実習保育所を単位とした
実習生全員

0 歳児クラスの研究保育の実践と環境構成 0 歳児クラスの実習経験者全員
1 歳児クラスの保育（部部）の実践と環境構成 1 歳児クラスの研究保育の実践と環境構成 1 歳児クラスの実習経験者全員
2 歳児クラスの保育（部分）の実践と環境構成 2 歳児クラスの研究保育の実践と環境構成 2 歳児クラスの実習経験者全員
3 歳児クラスの保育（部分）の実践と環境構成 3 歳児クラスの研究保育の実践と環境構成 3 歳児クラスの実習経験者全員
4 歳児クラスの保育（部分）の実践と環境構成 4 歳児クラスの研究保育の実践と環境構成 4 歳児クラスの実習経験者全員
5 歳児クラスの保育（部分）の実践と環境構成 5 歳児クラスの研究保育の実践と環境構成 5 歳児クラスの実習経験者全員
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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 537 関わる 30 特に 15
保育 516 関わり 29 勉強 15
実習 322 部分 29 楽しい 14
思う 226 聞く 29 計画 14
観察 167 今回 28 次 14
自分 151 仕方 28 自身 14
見る 141 興味 27 集中 14
考える 133 様々 27 重要 14
遊び 125 工夫 26 書く 14
実際 121 構成 26 身 14
年齢 121 人 25 展開 14
学ぶ 105 日誌 25 得る 14
感じる 99 持つ 24 学べる 13
活動 92 想定 24 交流 13
行う 87 それぞれ 23 使う 13
様子 83 グループ 23 思い 13
模擬 82 違う 23 成長 13
声 79 機会 23 伝える 13
先生 75 内容 23 読む 13
学内 71 行く 22 臨機応変 13
子ども役 67 多く 21 意図 12
発達 65 今 20 外 12
姿 59 指導 20 活かす 12
現場 53 視点 20 決める 12
大切 53 庭 20 残る 12
行動 52 参加 19 準備 12
対応 52 子供 19 深める 12
たくさん 45 体験 19 短い 12
環境 45 段階 19 ルール 11
気持ち 45 反応 19 一緒 11
援助 43 予想 19 応じる 11
時間 43 同士 18 嬉しい 11
良い 41 目 18 起きる 11
難しい 40 学び 17 強い 11
言葉 39 楽しむ 17 教える 11
出来る 39 気づく 17 言う 11
子 38 終える 17 向ける 11
実践 38 少し 17 参考 11
他 37 不安 17 授業 11
経験 36 周り 16 場合 11
分かる 35 生かす 16 心 11
知る 34 前 16 振り返る 11
合わせる 33 相手 16 捉える 11
場面 33 反省 16 大きい 11
理解 33 意識 15 目線 11
遊ぶ 32 違い 15 立場 11
気 31 印象 15 いろいろ 10
多い 31 実感 15 演じる 10
必要 31 知識 15 改めて 10
園 30 動き 15 絵本 10

表７　保育実習Ⅰ（保育所）実習後の振り返りにおける頻出150語のリスト
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た。その結果を表 7 に示す。さらに，最小頻出数を

20以上とした上でJaccard法を用いた共起ネットワー

クを作成した。結果は，図 4 に示すとおりである。

保育実習Ⅱ：文書の単純集計が545文105段落となり，

保育実習Ⅰ（保育所）と同様に頻出150語をリストアッ

プし，その後共起ネットワークを作成した。その結果

として，表8には頻出150語のリストを図5には実習Ⅱ

における共起ネットワークを示す。

保育実習Ⅰ（保育所）と保育実習Ⅱの対応分析：それ

ぞれの実習を特徴づける語をリストアップしたとこ

ろ，表 9 の結果が得られた。更に語の最小頻出数を

30とし，外部抽出を実習名として対応分析を行った

結果，図 6 に示した結果が得られた。

その他：保育実習Ⅰ（保育所）および保育実習Ⅱの頻

出150語のリストには上がっていなかったが，「感謝」

という語が，保育実習Ⅰ（保育所）では出現数 4 ，保

育実習Ⅱでは出現数 5 であった。また，「うれしい」は，

それぞれ，出現数 4 と 6 であった。

考察

　学生の振り返りから，表4や表5に掲げた学習内容

について，保育実習Ⅰ（保育所）および保育実習Ⅱの

学習内容を表す語が抽出され共起されていた。表9に

示した保育実習Ⅰ（保育所）を特徴づける語は，表4

に掲げる学習内容のキーワードである「子ども」「保

育」「観察」「遊び」「年齢」などが抽出されていた。

また，保育実習Ⅱを特徴づける語は，表 5 に掲げる学

習内容のキーワードである「自分自身が保育士」に対

応する「自分」や「先生」の語があげられている。また，

「指導実習」の学習内容に対応する「部分」があげら

れていた。図 6 の対応分析結果では，出現パターンに

取り立てて特徴のない語が，原点（0,0）の付近にプ

ロットされる。原点から見て，実習Ⅰの方向でかつ原

点から離れている語，すなわち，「観察」「気」「遊ぶ」

「遊び」などが保育実習Ⅰ（保育所）を特徴づける語

といえる。これは，表9から読み取れたのとおおむね

同様の特徴をこの対応分析からも読み取ることができ

る。同様に実習Ⅱでは，「クラス」「代替」「絵本」「部

分」などが保育実習Ⅱを特徴づける語と言える。表 9

では，「学内」が挙がっており，「学内代替」として，

研究保育内容として「絵本」の「部分」を取り上げ，

各年齢「クラス」での実習というように読み取ること

ができる。今回の実習体制で学んだことが表現されて

いるととらえられる。

　以上のことから学内代替実習において計画した保育

実習の学習内容に対する学びが得られたのではないか

と推察される。

　また，「感謝」や「うれしい」といった語が出てきた。

これらの語は，一人が何度も使用しないため，少数で

はあるが，実習できたことに対するうれしさや感謝の

念が伝わる内容であった。

　しかしながら，職業倫理に関する内容のキーワード

は出現していなかった。職業倫理については，実習以

外の授業科目でも学習するため，本実習で改めての記

述までには至らなかったのか，あるいは，自明のもの

として習得されているのかはわからない。今後の授業

科目での確認事項としてとらえておく必要がある。

図４　保育実習Ⅰ（保育所）における共起ネットワーク 図５　保育実習Ⅱにおける共起ネットワーク
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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 329 実践 18 同士 10
保育 314 勉強 18 特に 10
実習 216 違う 17 内容 10
自分 96 人 17 反省 10
思う 95 楽しむ 16 ビデオ 9
見る 92 前 16 意識 9
学ぶ 82 担当 16 合わせる 9
実際 70 改めて 15 終える 9
感じる 60 楽しい 15 想像 9
声 60 現場 15 例年 9
学内 57 短い 15 お話 8
先生 55 読む 15 それぞれ 8
様子 55 反応 15 改善 8
考える 52 話 15 頑張る 8
行う 47 言う 14 期間 8
関わる 45 指導 14 呼ぶ 8
部分 44 発達 14 参加 8
たくさん 41 環境 13 使う 8
大切 38 気づく 13 子ども役 8
姿 37 行動 13 手遊び 8
分かる 37 少し 13 受け止める 8
援助 36 名前 13 上手い 8
気持ち 36 教える 12 振り返る 8
今回 36 行く 12 深める 8
経験 34 参考 12 身 8
対応 34 残る 12 前回 8
出来る 33 場面 12 大変 8
代替 33 体験 12 知識 8
クラス 30 伝える 12 目 8
活動 30 得る 12 流れ 8
知る 29 印象 11 いろいろ 7
年齢 29 強い 11 園 7
言葉 27 今 11 貴重 7
聞く 27 今後 11 興味 7
時間 25 多く 11 向く 7
多い 25 必要 11 構成 7
難しい 25 本当に 11 子供 7
関わり 24 一緒 10 思い 7
子 24 一人ひとり 10 手 7
遊び 23 嬉しい 10 重要 7
様々 23 機会 10 食べる 7
絵本 22 工夫 10 生かす 7
学び 22 仕方 10 代弁 7
良い 22 持つ 10 段階 7
理解 21 自身 10 把握 7
トラブル 20 実感 10 力 7
模擬 20 出る 10 話す 7
他 19 初めて 10 ルール 6
入る 19 生活 10 活かす 6
観察 18 動き 10 関係 6

表８　保育実習Ⅱ実習後の振り返りにおける頻出150語リスト
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5．終わりに

　新型コロナウイルスの感染拡大状況によって，実習

実施時期が二転三転する中で，保育実習Ⅰ（保育所）

および保育実習Ⅱをどのように対応してきたかを報告

してきた。一部保育所での現場実習を取り入れ，不足

分については模擬保育を中心とした学内代替実習を

行った。その際，本学教員だけではなく，外部の経験

豊富なゲストティーチャーの協力を得て，現場におけ

る保育士の業務や保育指導について指導・助言を受け

て，より実践に近い形式で実施することができた。他

大学と比較して特筆すべきことは，本学ではオンライ

ンによる授業対応ではなく，対面による模擬保育を中

心とした学内代替実習を行ったことである。その際，

それぞれの実習単位 2 単位を90時間45コマで実施し

たことである。また，学内実習の模擬保育では， 3 密

を避けるためグループ編成を行い，講義室とは別の演

習室に保育環境を設定し，保育士役と子ども役を演じ

る人数を合わせて10人程度とした。合わせて模擬保

育実践グループ以外の学生は，他の教室でオンライン

講義システムを活用したリアルタイム型によるオンラ

インで模擬保育を視聴した。また録画を行い，振り返

りの際の参考資料としても活用した。

　このように実施した学内代替実習は，本来の実習体

制とは異なっていたが，学生からは「子ども役を経験

することで子どもの視点に立つことができた」や「実

習できる機会を逃さないように真剣に取り組むことが

でき，深い学びにつながった」などの感想が得られた。

また，実習できたことの喜びや，実習させていただい

たことへの感謝がつづられていた。

　最後に，実習担当者として，誰一人として感染者を

出すことなく無事に終了できた事に対して，実習生の

皆さん，本学学長はじめ関係職員，外部協力者の皆様

方に心より感謝申し上げる次第である。この報告書が

いつやってくるかわからない非常事態体制下における

実習実施に役に立つことがあれば，幸いである。
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    Owing to the spread of the novel coronavirus disease 2019 (COVID-19),  it became difficult to  implement the 2020 

Nursery Center Training (Nursery Practice I [nursery center] and Nursery Practice II) during the originally planned period 

at nursery centers with the same contents. Particularly, it became difficult to conduct the 2-unit, 10-day training program 

at the nursery centers where it was supposed to take place. For this reason, we carried out a part of a 2-unit, 90-hour 

(45 class periods) practical training at the training facilities (nursery centers) and the other part through face-to-face, in-

school, and substitute practical training. We explain how we implemented this practical training while dealing with the 

changes in the situation due to the spread of COVID-19, hoping that it helps the future training of nursery teachers in 

this ongoing state of emergency. The main points of innovation were as follows: 1) devising ways to avoid crowding, 2) 

introducing a real-time system that connects simulated nursery practice sites and observation sites through an online 

conference system, and 3) in-school practical training with the cooperation of an out-of-school guest teacher. The text 

analysis of the reflections and impressions submitted after the practical training by 49 students who participated in this 

study revealed that the characteristics of students’ learning were satisfied in the in-school substitute practical training. 
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